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次の非線形波動方程式系□ciui = Fi(u, ∂tu), (x, t) ∈ R× [0,∞), i = 1, 2,

ui(0, x) = u0,i(x), ∂tui(0, x) = u1,i(x), x ∈ R i = 1, 2,
(1)

を考える．ここで，c > 0に対して□c = ∂2
t − c2∂2

xであり，c1, c2は正定数である．また，u = (u1, u2)

である．(1)の解は，初期値が十分大きい時に有限時間で爆発することが知られている. ここでは，各x

で |∂t(u1 + u2)|が発散する時刻，

T (x) = sup {t ∈ (0,∞) | |∂t(u1 + u2)(x, t)| < ∞}

に関心がある．Tを (1)の爆発曲線と呼ぶ．

非線形波動方程式の爆発曲線に関する問題は，単独の非線形波動方程式□1u = F (u, ∂tu, ∂xu), (x, t) ∈ R× [0,∞),

u(0, x) = u0(x), ∂tu(0, x) = u1(x), x ∈ R
(2)

の場合によく研究されていた．Caffarelli-Friedman [1]は，F = |u|pのときに，初期値を十分滑らかで大
きくとれば，

T̃ (x) = sup{t ∈ (0,∞) | |u(x, t)| < ∞}

が連続微分可能になることを示した．また，Ohta-Takamura [2]によりF = (∂tu)
2 − (∂xu)

2の場合に，

T̃ が連続微分可能になる解や，連続微分可能にならない解が構成できることが示された．また，Sasaki

[4]はF = |∂tu|pである場合に，初期値が十分滑らかで大きいとき，

T̂ (x) = sup {t ∈ (0,∞) | |∂tu(x, t)| < ∞}

が連続微分可能になることを示した．

一方で，非線形方程式系 (1)に対しては，Fi = ai|u1|pi + bi|u2|qi (i = 1, 2)である場合に，爆発曲線

がリプシッツ連続になることがUesaka [3]により示された．しかし，その連続微分可能性については未

解決のままだった．

本講演では (1)に対し，F1 = |∂tu2|p2 , F2 = |∂tu1|p1とし，初期値を十分滑らかで大きく取った場合

に，爆発曲線T が連続微分可能になるという結果を得たので，これを報告する.
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